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◆
長
良
川

　

岐
阜
市
の
中
心
を
流
れ
る
長
良
川
は
、
大

日
ヶ
岳
か
ら
伊
勢
湾
に
注
ぎ
、
昭
和
六
十
年
に

は
「
名
水
百
選
」
に
選
ば
れ
た
美
し
い
川
で
あ

り
、
ま
た
、
河
川
で
は
唯
一
、
平
成
十
三
年
の

「
日
本
の
水
浴
場
八
八
選
」
に
も
選
定
さ
れ
た

水
量
豊
か
な
清
流
で
す
。

◆
長
良
川
鵜
飼
と
鵜
飼
観
覧
船
造
船
所

　

古
典
漁
法
を
今
に
伝
え
る
長
良
川
鵜
飼
は
、

千
三
百
年
以
上
の
伝
統
を
誇
り
、
見
る
者
を
幽

玄
の
世
界
へ
と
誘
う
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
鵜
飼
を
、
陰
で
支
え
る
の
が
鵜
飼
観
覧

船
造
船
所
で
す
。
市
営
の
造
船
所
は
全
国
唯
一

で
、
伝
統
的
な
和
船
の
建
造
段
階
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

観
覧
船
の
材
料
は
、
岐
阜
・
長
野
県
産
の
良

質
な
コ
ウ
ヤ
マ
キ
（
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
、
末
口

四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
使
用
し
ま
す

が
、
一
本
の
丸
太
か
ら
使
用
で
き
る
板
は
八
枚

く
ら
い
し
か
と
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
設
計
図
面

は
な
く
、
経
験
豊
か
な
船
大
工
の
匠
の
技
で
建

造
さ
れ
、
観
覧
船
一
隻
の
完
成
に
は
約
半
年
間

か
か
り
、
一
年
間
に
二
隻
の
船
が
造
ら
れ
ま

す
。

◆
古
い
町
並
み
の
川
原
町

　

長
良
橋
南
詰
の
鵜
飼
観
覧
船
の
り
ば
か
ら
西

へ
続
く
「
湊
町
・
玉
井
町
・
元
浜
町
」
の
町
並

み
は
通
称
「
川
原
町
」
と
い
い
、
格
子
戸
の
あ

る
古
い
町
並
み
が
今
も
残
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
。

　

こ
の
地
域
は
江
戸
時
代
よ
り
長
良
川
の
重
要

な
湊
町
と
し
て
奥
美
濃
か
ら
の
木
材
や
美
濃
和

紙
の
陸
揚
げ
が
さ
れ
、
そ
れ
を
扱
う
問
屋
町
と

し
て
栄
え
、
特
に
美
濃
和
紙
は
岐
阜
提
灯
、
岐

阜
和
傘
、
岐
阜
う
ち
わ
な
ど
岐
阜
の
伝
統
工
芸

に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
物
で
川
原
町
が
岐

阜
の
工
芸
品
を
生
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
か
ら
岐
阜
公
園
ま
で

�

岐
阜
バ
ス
で
約
二
十
分

◆
金
華
山

　

岐
阜
の
「
え
え
と
こ
ラ
ン
キ
ン
グ
！
ベ
ス
ト

テ
ン
」
で
堂
々
の
一
位
と
な
っ
た
金
華
山
（
国

有
林
）
は
、
岐
阜
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
標

高
は
三
百
二
十
九
メ
ー
ト
ル
と
低
い
も
の
の
御

嶽
山
や
濃
尾
平
野
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
く
、
年

間
百
万
人
も
の
登
山
者
が
訪
れ
る
市
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
二
月
「
史
跡
岐
阜
城
跡
」
に

指
定
さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
四
百
年
間
手
つ
か

ず
の
自
然
が
残
り
景
観
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
岐

阜
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

金華山と長良川

長良川鵜飼い

鵜飼観覧船造船所

古い町並みの川原町

造船風景


